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承認印 
大学生のための 

   コロナ対策システム 

 

１．研究目的 

 新型コロナウイルス拡大の中、政府は外出時の感 

染対策を提供しているが、感染拡大は続いている。 

少しでも感染を抑制するためには、陽性者の多い２ 

０代、その中でも責任感の低い大学生の意識を変え 

ることが大切である。そこで、大学生を対象にコロ 

ナ対策を学ばせるシステムを制作したいと考えた。 

 

２．システム概要 

本システムは、大学生を対象にコロナ対策を学ぶ 

ことができるシステムである。そのシステムの概要 

を図１に示す。このシステムには、以下の３つの機 

能をもたせることにした。 

（１）ストーリー機能 

 ユーザーが入力した移動手段と目的地に合ったス 

トーリーを進行させる機能である。その際、問題の 

選択肢によってストーリーが分岐するように工夫し 

た。そのストーリー画面を図２に示す。 

（２）問題機能 

移動手段と目的地に対応するコロナ対策に関する 

問題を出題する機能である。飛沫、接触、エアロゾ 

ルなどの感染経路に関する問題を出題するように工 

夫した。その問題画面を図３に示す。 

（３）解説機能 

 問題の解説をする機能である。どの感染経路に該 

当するのかわかるように工夫した。 

 

３．実現方法 

 ストーリーの進行は、ストーリーファイルを用い 

て実現した。ネクストボタンを押すと１つ下のレコ 

ードに登録されているストーリーを表示させること 

により、ストーリーの進行を実現した。問題番号が 

登録されている場合は、問題ファイルを参照し、そ 

の番号の問題を表示させる。ストーリー画面の絵は 

アニメーションで動きをつけたり、ファニーさを追及して楽しくなるよう自作した。 

 

４．研究成果 

（１）ストーリー機能の実現により、大学生の学習意欲を高めることができるようになった。 

（２）問題機能の実現により、正しいコロナ対策を修得できたか確認できるようになった。 

 

５．残された課題 

（１）残りの２５個のストーリーが未完成なので、ストーリーを追加する必要がある。 

（２）帰宅時の対策も必要なので、帰宅時のストーリーを追加する必要がある。 
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